
資料５ サブプログラムごとのカリキュラム 

 

★教職実践専攻 総合教育高度化プログラム 学校構想サブプログラム 

 

共通科目 必修１６    教育課程の課題探求（２）    （オムニバス・共同（一部）） 

教科指導の課題探求（２）    （オムニバス・共同（一部）） 

生徒指導・教育相談の課題探求（２） （オムニバス・共同（一部）） 

教育経営の課題探求（２）    （共同） 

学校と教職の課題探求（４）    （オムニバス・共同（一部）） 

学校構想の理論と実践（２）     （オムニバス・共同（一部）） 

学校課題改善演習（２）       （オムニバス・共同（一部）） 

 

実地研究 必修１０    実地研究Ⅰ（４） 

実地研究Ⅱ（６） 

 

課題研究 必修４  課題研究Ⅰ（２） 

             課題研究Ⅱ（２） 

 

学校構想サブプログラム科目 

選択必修１０（＊のついた科目から６単位、※のついた科目から４単位履修する） 

 ＊学級づくり論（２）         （オムニバス・共同（一部）） 

＊学校と社会論（２）         （オムニバス・共同（一部）） 

＊学校と児童生徒理解の心理学（２）  （オムニバス・共同（一部）） 

＊学校臨床心理学実践演習（２）    （オムニバス・共同（一部）） 

※心理学的方法の活用と探求（２）   （オムニバス・共同（一部）） 

※カウンセリング実践演習（２）    （オムニバス・共同（一部）） 

※心理・学習評価演習（２）      （オムニバス・共同（一部）） 

※総合・道徳開発演習（２）      （オムニバス・共同（一部）） 

※教育工学開発演習（２）       （単独） 

 

選択科目 選択６      学校構想サブプログラム科目のうち上記で履修していない科目 

    特別支援教育サブプログラム科目群 

             学校保健サブプログラム科目群 

子ども共育サブプログラム科目群     

             教科教育高度化プログラム科目群 

（全体にかかる科目） 
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    現代的・地域的教育課題の共同探求（２） 

 

修了要件外科目      探求活動演習Ⅰ（２） 

             探求活動演習Ⅱ（２） 

           

 

 必修 選択必修 選択 修了要件 

 

 

 

共

通

科

目 

Ⅰ 教育課程の編成・実施に関

する領域 

２   １６ 

Ⅱ 教科等の実践的な指導方

法に関する領域 

２   

Ⅲ 生徒指導、教育相談に関す

る領域 

２   

Ⅳ 学級経営、学校経営に関す

る領域 

４   

Ⅴ 学校教育と教員の在り方

に関する領域 

６   

実地研究 １０   １０ 

課題研究 ４   ４ 

サブプログラム科目  １０  １０ 

選択科目   ６ ６ 

合計    ４６ 
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★教職実践専攻 総合教育高度化プログラム 特別支援教育サブプログラム 

 

共通科目 必修１６    教育課程の課題探求（２）     （オムニバス・共同（一部）） 

教科指導の課題探求（２）     （オムニバス・共同（一部）） 

生徒指導・教育相談の課題探求（２）  （オムニバス・共同（一部）） 

教育経営の課題探求（２）     （共同） 

学校と教職の課題探求（４）      （オムニバス・共同（一部）） 

特別支援教育の課題探求（２）     （オムニバス・共同（一部）） 

特別支援教育コーディネータ演習（２） （オムニバス・共同（一部）） 

 

実地研究 必修１０    実地研究Ⅰ（特別支援教育）（４） 

実地研究Ⅱ（特別支援教育）（６） 

 

課題研究 必修４  課題研究Ⅰ（特別支援教育）（２） 

             課題研究Ⅱ（特別支援教育）（２） 

 

特別支援教育サブプログラム科目 

必修６     発達臨床アセスメント演習（２）   （単独） 

特別支援教育実践研究（２）     （オムニバス・共同（一部）） 

障害児教育実践の課題探求法（２）  （オムニバス・共同（一部）） 

選択必修４   インクルーシブ教育演習（２）    （単独） 

障害児心理学の実践と課題 A（２）  （オムニバス・共同（一部）） 

障害児心理学の実践と課題 B（２）  （オムニバス・共同（一部）） 

 

選択科目 選択６      特別支援教育サブプログラム科目のうち上記で履修していない科目 

        学校構想サブプログラム科目群 

       学校保健サブプログラム科目群 

子ども共育サブプログラム科目群 

             教科教育高度化プログラム科目群 

（全体にかかる科目） 

    現代的・地域的教育課題の共同探求（２） 

 

修了要件外科目      探求活動演習Ⅰ（２） 

             探求活動演習Ⅱ（２） 
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 必修 選択必修 選択 修了要件 

 

 

 

共

通

科

目 

Ⅰ 教育課程の編成・実施に関

する領域 

２   １６ 

Ⅱ 教科等の実践的な指導方

法に関する領域 

４   

Ⅲ 生徒指導、教育相談に関す

る領域 

４   

Ⅳ 学級経営、学校経営に関す

る領域 

２   

Ⅴ 学校教育と教員の在り方

に関する領域 

４   

実地研究 １０   １０ 

課題研究 ４   ４ 

サブプログラム科目 ６ ４  １０ 

選択科目   ６ ６ 

合計    ４６ 
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★教職実践専攻 総合教育高度化プログラム 学校保健サブプログラム 

 

共通科目 必修１６    教育課程の課題探求（２）    （オムニバス・共同（一部）） 

教科指導の課題探求（２）    （オムニバス・共同（一部）） 

生徒指導・教育相談の課題探求（２） （オムニバス・共同（一部）） 

教育経営の課題探求（２）    （共同） 

学校と教職の課題探求（４）    （オムニバス・共同（一部）） 

子供の発育発達と保健室における養護教諭の実践（２） 

（オムニバス・共同（一部）） 

現代の健康問題と学校保健の実践的課題（２） 

（オムニバス・共同（一部）） 

 

実地研究 必修１０    実地研究Ⅰ（学校保健）（４） 

実地研究Ⅱ（学校保健）（６） 

 

課題研究 必修４  課題研究Ⅰ（学校保健）（２） 

             課題研究Ⅱ（学校保健）（２） 

 

学校保健サブプログラム科目 

必修１０    学校保健の理論と実践の探求（２）  （オムニバス・共同（一部）） 

保健教育の実践と課題の探求（２）  （オムニバス・共同（一部）） 

保健管理の実践と課題の探求（２）  （オムニバス・共同（一部）） 

養護教諭の専門家としての成長（２） （オムニバス・共同（一部）） 

教育生理の臨床と子供の成長課題（２） （オムニバス・共同（一部）） 

 

選択科目 選択６       学校構想サブプログラム科目群 

    特別支援教育サブプログラム科目群 

             子ども共育サブプログラム科目群 

             教科教育高度化プログラム科目群 

（全体にかかる科目） 

    現代的・地域的教育課題の共同探求（２） 

 

修了要件外科目      探求活動演習Ⅰ（２） 

             探求活動演習Ⅱ（２） 
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 必修 選択必修 選択 修了要件 

 

 

 

共

通

科

目 

Ⅰ 教育課程の編成・実施に関

する領域 

２   １６ 

Ⅱ 教科等の実践的な指導方

法に関する領域 

２   

Ⅲ 生徒指導、教育相談に関す

る領域 

４   

Ⅳ 学級経営、学校経営に関す

る領域 

４   

Ⅴ 学校教育と教員の在り方

に関する領域 

４   

実地研究 １０   １０ 

課題研究 ４   ４ 

サブプログラム科目 １０   １０ 

選択科目   ６ ６ 

合計    ４６ 
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★教職実践専攻 総合教育高度化プログラム 子ども共育サブプログラム 

 

共通科目 必修１６    教育課程の課題探求（２）    （オムニバス・共同（一部）） 

教科指導の課題探求（２）    （オムニバス・共同（一部）） 

生徒指導・教育相談の課題探求（２） （オムニバス・共同（一部）） 

教育経営の課題探求（２）    （共同） 

学校と教職の課題探求（４）    （オムニバス・共同（一部）） 

子ども共育の理論と実践（４）    （オムニバス・共同（一部）） 

 

実地研究 必修１０    実地研究Ⅰ（４） 

実地研究Ⅱ（６） 

 

課題研究 必修４  課題研究Ⅰ（２） 

             課題研究Ⅱ（２） 

 

子ども共育サブプログラム科目 

必修６     子ども支援の実践と制度（２）      （共同） 

保育内容と指導の課題探求（２）     （共同） 

子どもの発達と教育相談の課題探求（２）（オムニバス・共同（一部）） 

選択必修４   ＜教育－社会－環境＞基礎論（２）   （オムニバス・共同（一部）） 

        子ども認識の思想と構造（２）     （オムニバス・共同（一部）） 

        子育ち支援開発探求（２）       （オムニバス・共同（一部）） 

        幼児の音楽表現の開発探求（２）    （共同） 

 

選択科目 選択６     子ども共育サブプログラム科目のうち上記で履修していない科目 

学校構想サブプログラム科目群 

       特別支援教育サブプログラム科目群 

             学校保健サブプログラム科目群 

             教科教育高度化プログラム科目群 

（全体にかかる科目） 

    現代的・地域的教育課題の共同探求（２） 

 

修了要件外科目      探求活動演習Ⅰ（２） 

             探求活動演習Ⅱ（２） 
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 必修 選択必修 選択 修了要件 

 

 

 

共

通

科

目 

Ⅰ 教育課程の編成・実施に関

する領域 

６   １６ 

Ⅱ 教科等の実践的な指導方

法に関する領域 

２   

Ⅲ 生徒指導、教育相談に関す

る領域 

２   

Ⅳ 学級経営、学校経営に関す

る領域 

２   

Ⅴ 学校教育と教員の在り方

に関する領域 

４   

実地研究 １０   １０ 

課題研究 ４   ４ 

サブプログラム科目 ６ ４  １０ 

選択科目   ６ ６ 

合計    ４６ 
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★教職実践専攻 教科教育高度化プログラム 言語文化系教育サブプログラム 

 

共通科目 必修１６    教育課程の課題探求（２）    （オムニバス・共同（一部）） 

教科指導の課題探求（２）    （オムニバス・共同（一部）） 

生徒指導・教育相談の課題探求（２） （オムニバス・共同（一部）） 

教育経営の課題探求（２）    （共同） 

学校と教職の課題探求（４）    （オムニバス・共同（一部）） 

教科の教育課程構成論（２）     （オムニバス・共同（一部）） 

教科指導の発展・応用（２）     （オムニバス・共同（一部）） 

 

実地研究 必修１０        実地研究Ⅰ（４） 

実地研究Ⅱ（６） 

 

課題研究 必修４     課題研究Ⅰ（２） 

             課題研究Ⅱ（２） 

 

言語文化系教育サブプログラム科目 

選択必修１０（＊のついた科目から６単位、※のついた科目から４単位履修する） 

       ＊言語文化系教育の理論と実践 A（国語）（２）（オムニバス・共同（一部）） 

＊言語文化系教育の理論と実践 B（英語）（２）（オムニバス・共同（一部）） 

＊言語文化系教育の授業内容探求 A（国語）（２） 

（オムニバス・共同（一部）） 

＊言語文化系教育の授業内容探求 B（国語）（２） 

                    （オムニバス・共同（一部）） 

＊言語文化系教育の授業内容探求 C（英語）（２） 

                    （オムニバス・共同（一部）） 

   ＊言語文化系教育の授業内容探求 D（英語）（２） 

                                 （オムニバス・共同（一部）） 

※言語文化系教育の教材研究と実践 A（国語）（２） 

                    （オムニバス・共同（一部）） 

※言語文化系教育の教材研究と実践 B（国語）（２） 

                    （オムニバス・共同（一部）） 

※言語文化系教育の教材研究と実践 C（英語）（２）（単独） 

※言語文化系教育の教材研究と実践 D（英語）（２）（単独） 

 

選択科目 選択６     言語文化系教育サブプログラム科目のうち上記で履修していない科目 
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       総合教育高度化プログラム科目群 

           社会系教育サブプログラム科目群 

             自然科学系教育サブプログラム科目群 

             芸術系教育サブプログラム科目群 

             身体文化系教育サブプログラム科目群 

             生活創造系教育サブプログラム科目群 

（全体にかかる科目） 

    現代的・地域的教育課題の共同探求（２） 

 

修了要件外科目      探求活動演習Ⅰ（２） 

             探求活動演習Ⅱ（２） 

 

 

 必修 選択必修 選択 修了要件 

 

 

 

共 

通

科

目 

Ⅰ 教育課程の編成・実施に関

する領域 

４   １６ 

 

Ⅱ 教科等の実践的な指導方

法に関する領域 

４   

Ⅲ 生徒指導、教育相談に関す

る領域 

２   

Ⅳ 学級経営、学校経営に関す

る領域 

２   

Ⅴ 学校教育と教員の在り方

に関する領域 

４   

実地研究 １０   １０ 

課題研究 ４   ４ 

サブプログラム科目  １０  １０ 

選択科目   ６ ６ 

合計    ４６ 
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★教職実践専攻 教科教育高度化プログラム 社会系教育サブプログラム 

 

共通科目 必修１６    教育課程の課題探求（２）    （オムニバス・共同（一部）） 

教科指導の課題探求（２）    （オムニバス・共同（一部）） 

生徒指導・教育相談の課題探求（２） （オムニバス・共同（一部）） 

教育経営の課題探求（２）    （共同） 

学校と教職の課題探求（４）    （オムニバス・共同（一部）） 

教科の教育課程構成論（２）     （オムニバス・共同（一部）） 

教科指導の発展・応用（２）     （オムニバス・共同（一部）） 

 

実地研究 必修１０        実地研究Ⅰ（４） 

実地研究Ⅱ（６） 

 

課題研究 必修４     課題研究Ⅰ（２） 

             課題研究Ⅱ（２） 

 

社会系教育サブプログラム科目 

必修１０    社会科教育の理論と実践 A（２）   （オムニバス・共同（一部）） 

社会科教育の理論と実践 B（２）   （オムニバス・共同（一部）） 

社会科教育の授業内容探求（２）   （オムニバス・共同（一部）） 

社会科教育の教材研究と実践 A（２） （オムニバス・共同（一部）） 

社会科教育の教材研究と実践 B（２） （オムニバス・共同（一部）） 

 

選択科目 選択６     総合教育高度化プログラム科目群 

    言語文化系教育サブプログラム科目群 

    自然科学系教育サブプログラム科目群 

             芸術系教育サブプログラム科目群 

             身体文化系教育サブプログラム科目群 

             生活創造系教育サブプログラム科目群 

（全体にかかる科目） 

    現代的・地域的教育課題の共同探求（２） 

 

修了要件外科目      探求活動演習Ⅰ（２） 

             探求活動演習Ⅱ（２） 
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 必修 選択必修 選択 修了要件 

 

 

 

共

通

科

目 

Ⅰ 教育課程の編成・実施に関

する領域 

４   １６ 

 

Ⅱ 教科等の実践的な指導方

法に関する領域 

４   

Ⅲ 生徒指導、教育相談に関す

る領域 

２   

Ⅳ 学級経営、学校経営に関す

る領域 

２   

Ⅴ 学校教育と教員の在り方

に関する領域 

４   

実地研究 １０   １０ 

課題研究 ４   ４ 

サブプログラム科目 １０   １０ 

選択科目   ６ ６ 

合計    ４６ 
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★教職実践専攻 教科教育高度化プログラム 自然科学系教育サブプログラム 

 

共通科目 必修１６    教育課程の課題探求（２）    （オムニバス・共同（一部）） 

教科指導の課題探求（２）    （オムニバス・共同（一部）） 

生徒指導・教育相談の課題探求（２） （オムニバス・共同（一部）） 

教育経営の課題探求（２）    （共同） 

学校と教職の課題探求（４）    （オムニバス・共同（一部）） 

教科の教育課程構成論（２）     （オムニバス・共同（一部）） 

教科指導の発展・応用（２）     （オムニバス・共同（一部）） 

 

実地研究 必修１０        実地研究Ⅰ（４） 

実地研究Ⅱ（６） 

 

課題研究 必修４     課題研究Ⅰ（２） 

             課題研究Ⅱ（２） 

 

自然科学系教育サブプログラム科目 

選択必修１０（＊のついた科目から６単位、※のついた科目から４単位履修する） 

  ＊自然科学系教育の理論と実践 A（算数・数学）（２） 

（オムニバス・共同（一部）） 

＊自然科学系教育の理論と実践 B（理科）（２）（オムニバス・共同（一部）） 

＊自然科学系教育の授業内容探求 A（算数・数学）（２）（単独） 

＊自然科学系教育の授業内容探求 B（算数・数学）（２）（単独） 

＊自然科学系教育の授業内容探求 C（理科）（２） 

                   （オムニバス・共同（一部）） 

   ＊自然科学系教育の授業内容探求 D（理科）（２） 

                                （オムニバス・共同（一部）） 

※自然科学系教育の教材研究と実践 A（算数・数学）（２） 

                   （オムニバス・共同（一部）） 

※自然科学系教育の教材研究と実践 B（算数・数学）（２） 

                   （オムニバス・共同（一部）） 

※中核的理科教員（CST）養成講座（４） （オムニバス・共同（一部）） 

 

選択科目 選択６     自然科学系教育サブプログラム科目のうち上記で履修していない科目 

       総合教育高度化プログラム科目群 

    言語文化系教育サブプログラム科目群 
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    社会系教育サブプログラム科目群 

             芸術系教育サブプログラム科目群 

             身体文化系教育サブプログラム科目群 

             生活創造系教育サブプログラム科目群 

（全体にかかる科目） 

    現代的・地域的教育課題の共同探求（２） 

 

修了要件外科目      探求活動演習Ⅰ（２） 

             探求活動演習Ⅱ（２） 

 

 

 必修 選択必修 選択 修了要件 

 

 

 

共

通

科

目 

Ⅰ 教育課程の編成・実施に関

する領域 

４   １６ 

 

Ⅱ 教科等の実践的な指導方

法に関する領域 

４   

Ⅲ 生徒指導、教育相談に関す

る領域 

２   

Ⅳ 学級経営、学校経営に関す

る領域 

２   

Ⅴ 学校教育と教員の在り方

に関する領域 

４   

実地研究 １０   １０ 

課題研究 ４   ４ 

サブプログラム科目  １０  １０ 

選択科目   ６ ６ 

合計    ４６ 
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★教職実践専攻 教科教育高度化プログラム 芸術系教育サブプログラム 

 

共通科目 必修１６    教育課程の課題探求（２）    （オムニバス・共同（一部）） 

教科指導の課題探求（２）    （オムニバス・共同（一部）） 

生徒指導・教育相談の課題探求（２） （オムニバス・共同（一部）） 

教育経営の課題探求（２）    （共同） 

学校と教職の課題探求（４）    （オムニバス・共同（一部）） 

教科の教育課程構成論（２）     （オムニバス・共同（一部）） 

教科指導の発展・応用（２）     （オムニバス・共同（一部）） 

 

実地研究 必修１０    実地研究Ⅰ（４） 

実地研究Ⅱ（６） 

 

課題研究 必修４     課題研究Ⅰ（２） 

             課題研究Ⅱ（２） 

 

芸術系教育サブプログラム科目 

選択必修１０（＊のついた科目から６単位、※のついた科目から４単位履修する） 

       ＊芸術系教育の理論と実践 A（音楽）（２）（オムニバス・共同（一部）） 

＊芸術系教育の理論と実践 B（図工・美術）（２） 

（オムニバス・共同（一部）） 

＊芸術系教育の授業内容探求 A（音楽）（２）（オムニバス・共同（一部）） 

＊芸術系教育の授業内容探求 B（音楽）（２）（オムニバス・共同（一部）） 

＊芸術系教育の授業内容探求 C（図工・美術）（２） 

                  （オムニバス・共同（一部）） 

   ＊芸術系教育の授業内容探求 D（図工・美術）（２） 

                               （オムニバス・共同（一部）） 

※芸術系教育の教材研究と実践 A（音楽）（２）（オムニバス・共同（一部）） 

※芸術系教育の教材研究と実践 B（音楽）（２）（オムニバス・共同（一部）） 

※芸術系教育の教材研究と実践 C（図工・美術）（２） 

                  （オムニバス・共同（一部）） 

※芸術系教育の教材研究と実践 D（図工・美術）（２） 

                  （オムニバス・共同（一部）） 

 

選択科目 選択６     芸術系教育サブプログラム科目のうち上記で履修していない科目 

       総合教育高度化プログラム科目群 
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    言語文化系教育サブプログラム科目群 

    社会系教育サブプログラム科目群 

             自然科学系教育サブプログラム科目群 

             身体文化系教育サブプログラム科目群 

             生活創造系教育サブプログラム科目群 

（全体にかかる科目） 

    現代的・地域的教育課題の共同探求（２） 

 

修了要件外科目      探求活動演習Ⅰ（２） 

             探求活動演習Ⅱ（２） 

 

 

 必修 選択必修 選択 修了要件 

 

 

 

共

通

科

目 

Ⅰ 教育課程の編成・実施に関

する領域 

４   １６ 

 

Ⅱ 教科等の実践的な指導方

法に関する領域 

４   

Ⅲ 生徒指導、教育相談に関す

る領域 

２   

Ⅳ 学級経営、学校経営に関す

る領域 

２   

Ⅴ 学校教育と教員の在り方

に関する領域 

４   

実地研究 １０   １０ 

課題研究 ４   ４ 

サブプログラム科目  １０  １０ 

選択科目   ６ ６ 

合計    ４６ 
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★教職実践専攻 教科教育高度化プログラム 身体文化系教育サブプログラム 

 

共通科目 必修１６    教育課程の課題探求（２）    （オムニバス・共同（一部）） 

教科指導の課題探求（２）    （オムニバス・共同（一部）） 

生徒指導・教育相談の課題探求（２） （オムニバス・共同（一部）） 

教育経営の課題探求（２）    （共同） 

学校と教職の課題探求（４）    （オムニバス・共同（一部）） 

教科の教育課程構成論（２）     （オムニバス・共同（一部）） 

教科指導の発展・応用（２）     （オムニバス・共同（一部）） 

 

実地研究 必修１０        実地研究Ⅰ（４） 

実地研究Ⅱ（６） 

 

課題研究 必修４     課題研究Ⅰ（２） 

             課題研究Ⅱ（２） 

 

身体文化系教育サブプログラム科目 

必修１０    体育・保健体育科教育の授業内容・指導法探求（２）（共同） 

体育・保健体育科教育の理論と実践 A（２）（オムニバス・共同（一部）） 

体育・保健体育科教育の理論と実践 B（２）（オムニバス・共同（一部）） 

体育・保健体育科教育の教材研究と実践 A（２） 

（オムニバス・共同（一部）） 

体育・保健体育科教育の教材研究と実践 B（２）  

（オムニバス・共同（一部）） 

 

選択科目 選択６     総合教育高度化プログラム科目群 

    言語文化系教育サブプログラム科目群 

    社会系教育サブプログラム科目群 

             自然科学系教育サブプログラム科目群 

             芸術系教育サブプログラム科目群 

             生活創造系教育サブプログラム科目群 

（全体にかかる科目） 

    現代的・地域的教育課題の共同探求（２） 

 

修了要件外科目      探求活動演習Ⅰ（２） 

             探求活動演習Ⅱ（２） 
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 必修 選択必修 選択 修了要件 

 

 

 

共

通

科

目 

Ⅰ 教育課程の編成・実施に関

する領域 

４   １６ 

 

Ⅱ 教科等の実践的な指導方

法に関する領域 

４   

Ⅲ 生徒指導、教育相談に関す

る領域 

２   

Ⅳ 学級経営、学校経営に関す

る領域 

２   

Ⅴ 学校教育と教員の在り方

に関する領域 

４   

実地研究 １０   １０ 

課題研究 ４   ４ 

サブプログラム科目 １０   １０ 

選択科目   ６ ６ 

合計    ４６ 
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★教職実践専攻 教科教育高度化プログラム 生活創造系教育サブプログラム 

 

共通科目 必修１６    教育課程の課題探求（２）    （オムニバス・共同（一部）） 

教科指導の課題探求（２）    （オムニバス・共同（一部）） 

生徒指導・教育相談の課題探求（２） （オムニバス・共同（一部）） 

教育経営の課題探求（２）    （共同） 

学校と教職の課題探求（４）    （オムニバス・共同（一部）） 

教科の教育課程構成論（２）     （オムニバス・共同（一部）） 

教科指導の発展・応用（２）     （オムニバス・共同（一部）） 

 

実地研究 必修１０        実地研究Ⅰ（４） 

実地研究Ⅱ（６） 

 

課題研究 必修４     課題研究Ⅰ（２） 

             課題研究Ⅱ（２） 

 

生活創造系教育サブプログラム科目 

選択必修１０（＊のついた科目を６単位、※のついた科目を４単位履修する） 

＊技術科教育の理論と実践（２）    （オムニバス・共同（一部）） 

＊技術科教育の授業内容探求 A（２）  （オムニバス・共同（一部）） 

＊技術科教育の授業内容探求 B（２）  （オムニバス・共同（一部）） 

＊家庭科教育の理論と実践（２）    （オムニバス・共同（一部）） 

＊家庭科教育の授業内容探求 A（２）  （オムニバス・共同（一部）） 

   ＊家庭科教育の授業内容探求 B（２）  （オムニバス・共同（一部）） 

※技術科教育の教材研究と実践 A（２） （共同） 

※技術科教育の教材研究と実践 B（２） （オムニバス・共同（一部）） 

※家庭科教育の教材研究と実践 A（２） （オムニバス・共同（一部）） 

※家庭科教育の教材研究と実践 B（２） （オムニバス・共同（一部）） 

 

選択科目 選択６     生活創造系教育サブプログラム科目のうち上記で履修していない科目 

       総合教育高度化プログラム科目群 

    言語文化系教育サブプログラム科目群 

    社会系教育サブプログラム科目群 

             自然科学系教育サブプログラム科目群 

             芸術系教育サブプログラム科目群 

             身体文化系教育サブプログラム科目群 

- 97 -



 

           （全体にかかる科目） 

    現代的・地域的教育課題の共同探求（２） 

 

修了要件外科目      探求活動演習Ⅰ（２） 

             探求活動演習Ⅱ（２） 

 

 

 必修 選択必修 選択 修了要件 

 

 

 

共

通

科

目 

Ⅰ 教育課程の編成・実施に関

する領域 

４   １６ 

 

Ⅱ 教科等の実践的な指導方

法に関する領域 

４   

Ⅲ 生徒指導、教育相談に関す

る領域 

２   

Ⅳ 学級経営、学校経営に関す

る領域 

２   

Ⅴ 学校教育と教員の在り方

に関する領域 

４   

実地研究 １０   １０ 

課題研究 ４   ４ 

サブプログラム科目  １０  １０ 

選択科目   ６ ６ 

合計    ４６ 
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資料６ 教職大学院担当教員の適格性に係わる指標 

 

●教職大学院担当教員の適格性に係わる指標 

   ポイン

ト 

①教育実践に関わる

経歴 

・大学以外の教育機関における教

職経歴 

・学校管理職及び教育行政職での

経歴も含む 

なし：非常勤：常勤 

０  １   ２ 

 

②教育実践に関わる

実績 

・大学以外の教育機関における教

育実践の実績 

・「附属学校における授業」「出張

講義」等 

なし：３件未満：３件以上 

０  ２    ４ 

 

③教育行政等に関わ

る学外の委員等の

実績 

・教育委員会設置の審議会等での

委員 

なし：３件未満：３件以上 

０  ２    ４ 

 

④教育に関わる研究

業績 

・教職専門、教科教育、教科専門 なし：３件未満：３件以上 

０  ２    ４ 

 

⑤教育現場との共同

研究 

・教育現場の課題に対応した共同

研究 

なし、１件：２件以上 

０  ２  ４ 

 

⑥外部資金の獲得 ・研究遂行に必要な資金獲得力 なし、３件未満：３件以上 

０  ２    ４ 

 

⑦教育実習等の指導

実績 

・実地研究での指導につながる なし、５件未満：５件以上 

０  ２    ４ 

 

⑧教員研修等での指

導実績 

・免許状更新講習、埼玉県やさい

たま市などから委嘱される「公

的な教員研修」、また、個人的な

つながりなどから依頼されて

行う「教員研修」や附属学校で

の指導助言 

なし、３件未満：３件以上 

０  ２    ４ 

 

  ポイント合計  

＊Ａランク：20 ポイント以上、Ｂランク：15 ポイント以上、Ｃランク：10ポイント以上 

＊教職専門領域・教科教育領域教員はＢランク、教科専門領域教員はＣランク。 

＊より高いランクへ向けて、業績等を積んでいく。 
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資料７ 平成 30 年度認証評価結果(抜粋) 
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資料８ 国立大学法人埼玉大学教育学部教員養成における諮問会議規程 

 
（設置） 

第１条 埼玉大学教育学部に、教員養成の質の向上を目的として、教員養成に関する諮問会議（以下
「学部諮問会議」という。）を置く。 
（審議事項等） 

第２条 学部諮問会議は、次に掲げる事項について、教育学部長（以下「学部長」という。）の諮問に
応じ意見を述べる。 
(1) 教育学部が養成する人材像に関すること。 
(2) 教育学部のカリキュラムに関すること。 
(3) 現職教員の再教育に関すること。 
(4) その他教育学部の教員養成の質の向上に関し、必要な事項に関すること。 
（組織） 

第３条 学部諮問会議は、次に掲げる委員をもって組織する。 
(1) 学部長 
(2) 学部長が指名する本学教職員 
(3) 学外有識者 

２ 学部諮問会議の委員は、15 名以内とし、その過半数は、前項第３号の委員でなければならない。 
３ 第１項第３号の委員は、学部長が委嘱する。 

（任期） 
第４条 前条第１項第３号に定める委員の任期は２年以内とし、再任を妨げない。 

ただし、欠員が生じた場合の後任の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 
（議長等） 

第５条 学部諮問会議に議長を置き、学部長をもって充てる。 
２ 議長は、学部諮問会議を招集し、主宰する。 
３ 議長に事故あるときは、議長があらかじめ指名する委員がその職務を代行する。 

（委員以外の者の出席） 
第６条 学部諮問会議は、必要に応じて委員以外の者の出席を求め、意見を聴くことができる。 

（事務） 
第７条 学部諮問会議に関する事務は、教育学部支援室において処理する。 

（雑則） 
第８条 この規程に定めるもののほか、学部諮問会議の運営等に関し必要な事項は、別に定める。 

附 則 

１ この規程は、平成 27 年５月 29 日から施行する。 
２ この規程施行後、最初に委嘱される委員の任期は、第４条の規定にかかわらず、平成 29 年３月

31 日までとし、再任を妨げない。 
附 則（平成 31.3.5 30 規則 23） 

この規程は、平成 31 年４月１日から施行する。 
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資料９ 国立大学法人埼玉大学大学院教育学研究科教職実践専攻における教員養成に関する諮問会議

規程 

 

（設置） 
第１条 大学院教育学研究科教職実践専攻（以下「教職大学院」という。）における教員養成の質の向上

並びに教育委員会及び連携協力校等と連携した教育の推進を目的として、教職大学院に専門職大学院
設置基準（平成 15 年文部科学省令第 16 号。以下「設置基準」という。）第６条の２に基づく教員養
成に関する諮問会議（以下「研究科諮問会議」という。）を置く。 
（審議事項） 

第２条 研究科諮問会議は、次に掲げる事項について、教育学研究科長（以下「研究科長」という。）の
諮問に応じ、意見を述べる。 
(1) 教職大学院が養成する人材像に関すること。 
(2) 教職大学院のカリキュラムに関すること。 
(3) 教職大学院における教育委員会、産業界等との連携による授業科目の開設その他の教育課程に関

すること。 
(4) 教職大学院における教育委員会、産業界等との連携による授業の実施その他の教育課程の実施及

びその実施状況の評価に関すること。 
(5) 現職教員の再教育に関すること。 
(6) その他教職大学院の教員養成の質の向上に関し、必要な事項に関すること。 
（組織） 

第３条 研究科諮問会議は、次に掲げる委員をもって組織する。 
(1) 研究科長 
(2) 研究科長が指名する本学教職員 
(3) 学外有識者 

２ 前項第３号に規定する委員には、設置基準第６条の２第２項第２号及び第３号に規定する者をそれ
ぞれ１名以上含めなければならない。 

３ 研究科諮問会議の委員は、15 名以内とし、その過半数は、第１項第３号に規定する委員でなければ
ならない。 

４ 第１項第３号の委員は、研究科長が委嘱する。 
（任期） 

第４条 前条第１項第３号に規定する委員の任期は２年以内とし、再任を妨げない。 
ただし、欠員が生じた場合の後任の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 
（議長等） 

第５条 研究科諮問会議に議長を置き、研究科長をもって充てる。 
２ 議長は、研究科諮問会議を招集し、主宰する。 
３ 議長に事故あるときは、議長があらかじめ指名する委員がその職務を代行する。 

（委員以外の者の出席） 
第６条 研究科諮問会議は、必要に応じて委員以外の者の出席を求め、意見を聴くことができる。 

（事務） 
第７条 研究科諮問会議に関する事務は、教育学部支援室において処理する。 

（雑則） 
第８条 この規程に定めるもののほか、研究科諮問会議の運営等に関し必要な事項は、別に定める。 

附 則 

この規程は、平成 31 年４月１日から施行する。 
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資料 10 国立大学法人埼玉大学大学院教育学研究科委員会規程 

 

（趣旨） 
第１条 国立大学法人埼玉大学大学院学則第７条の２第２項の規定に基づく教育学研究科委員会（以下

「委員会」という。）に関する事項は、この規程の定めるところによる。 
（構成） 

第２条 委員会は、研究科ごとに次に掲げる教員をもって組織する。 
(1) 研究科長 
(2) 研究科担当の専任の教授、准教授、講師及び助教 

２ 委員会は、その定めるところにより、委員会構成員のうち一部の者をもって構成される代議員会を
置くことができる。この場合、当該委員会の定めるところにより、代議員会の議決をもって、委員会
の議決とすることができる。 

ただし、委員会が定める代議員会の審議事項については、教育研究評議会に報告し、学長の了承を
得るものとする。 

３ 委員会は、その定めるところにより、委員会構成員のうち一部の者をもって構成される分科会を置
くことができる。この場合、当該委員会の定めるところにより、分科会の議決をもって、委員会の議
決とすることができる。 

４ 委員会は、教職実践専攻の専任の教員をもって構成される教職実践専攻委員会を置く。 
（審議事項等） 

第３条 委員会は、学長が次に掲げる教育研究に関する重要な事項について決定を行うに当たり意見を
述べるものとする。 
(1) 大学院学生の入学及び課程の修了に関する事項 
(2) 学位の授与に関する事項 
(3) 前２号に掲げるもののほか、学長が定める教育研究に関する重要な事項 

２ 委員会は、前項に規定するもののほか、学長及び研究科長（以下この項において「学長等」という。）
がつかさどる教育研究に関する事項について審議し、及び学長等の求めに応じ、意見を述べることが
できる。 
（会議） 

第４条 委員会に議長を置き、研究科長をもって充てる。ただし、研究科長に事故あるときは、研究科
長があらかじめ指名した委員がこれに代わる。 

２ 議長は、委員会を招集し、主宰する。 
３ 議長は、議長が必要と認めたとき、又は委員会構成員の３分の１以上の請求があったときは、委員

会を招集する。 
４ 委員会は、委員会構成員の３分の２以上の出席がなければ、会議を開き議決することができない。

ただし、外国出張、研修旅行、長期療養等により出席できない旨をあらかじめ研究科長に届け出た者
は、委員会の議を経て、委員会構成員の数に算入しないものとする。 

５ 議事は、出席した委員会構成員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。 
６ 委員会は、委員会構成員以外の者の出席を求めて、説明又は意見を聴くことができる。 

（事務） 
第５条 委員会の事務は、学務部教育学部支援室において処理する。 

附 則 
１ この規程は、平成 16 年４月１日から施行する。 
２ この規程の適用日前に、埼玉大学大学院研究科委員会規程による研究科委員会の議決事項は、この

規程中の相当する規定により研究科委員会が行った議決事項とみなす。 
附 則（平成 18.4.1 18 規則 18） 

この規則は、平成 18 年４月１日から施行する。 
附 則（平成 19.4.1  19 規則 32） 

この規則は、平成 19 年４月１日から施行する。 
附 則（平成 27.2.19 26 規則 45） 

この規程は、平成 27 年４月１日から施行する。 
附 則（平成 28.2.5 27 規則 48） 

この規程は、平成 28 年４月１日から施行する。 
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資料 11 認証評価受審に関する証明 
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資料 12 教育実践 Forum 
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